
1989年出土の木簡

伴
う
発
掘
調
査
で
、
福
島
県
か

調
査
は
、
河
川
改
良
工
事
に

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遣
跡
の
年
代

弥
生
中
期
末

~
1
0世
紀

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

門
田
条
里
制
跡
は
、
会
津
若
松
市
街
地
の
南
方
約
三
km
に
広
が
る
約
一
三
〇

ha
の
遺
跡
で
あ
る
。
木
遺
跡
は
、
会
津
盆
地
東
南
隅
か
ら
北
流
す
る
阿
賀
川
の

園
名
と
し
て
「
実
相
寺
文
書
」

「門
田
」
の
名
は
、
荘

調
査
地
点
は
遺
跡
の
東
北
隅
で
、
南
か
ら
北
へ
緩
や
か
に
傾
斜
し
て
お
り
、

遺
構
・
遺
物
の
検
出
は
低
地
で
あ
る
北
側
に
集
中
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。

条
里
遺
構
と
断
定
で
き
る
も
の
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
交

差

．
接
続
す
る
小
溝
を
も
つ
一
一
条
の
溝
跡
の
ほ
か
、
四
五
基
の
土
坑
と
小
土
坑

を
検
出
し
た
。

弥
生
土
器
、
土
師
器
、
須
恵
器
、
陶
磁
器
、
石
器
、
木
製
品
等
で
あ
る
が
、
量

的
に
最
も
多
い
の
は
弥
生
土
器
で
あ
る
。
ま
た
、
石
器
も
、
こ
の
弥
生
土
器
に

伴
う
と
思
わ
れ
る
が
、
総
数
九
五
点
の
内
に
三
六
点
の
打
製
石
斧
（
石
鍬
）
の
製

品

・
未
成
品
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

須
恵
器
は
八

~
1
0世
紀
に
属
す
る
も
の
で
、
点
数
は
二
四
点
と
少
い
も
の

―
二
点
に
墨
書
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
四
点
に
は
「
奎
」
と
い
う
文
字
が
墨

今
回
の
調
査
地
点
は
低
湿
地
に
あ
る
た
め
、
木
簡
を
は
じ
め
、
人
形
、
二
種

類
の
田
下
駄
な
ど
の
木
製
品
が
良
好
な
保
存
状
態
で
出
土
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
木
製
品
の
う
ち
、
木
簡
は
、

S
D
O
二
と
呼
ん
で
い
る
溝
か
ら
出

土
し
、
人
形
は

S
D
O
二
と

S
D
O
ニ
ー
ニ
と
呼
ん
で
い
る
小
溝
が
交
差
す
る

付
近
か
ら
、
ま
と
ま
っ
た
状
態
で
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
種
類
の
田
下
駄

の
う
ち
の
「
大
足
」
と
よ
ば
れ
る
タ
イ
プ
の
も
の
は
、

S
D
O
三
の
堆
積
土
中

す
る
。

形
成
し
た
沖
積
平
地
上
に
存
在

書
さ
れ
て
い
る
。

山
地
よ
り
流
れ
出
る
小
河
川
が

の、

東
岸
に
位
置
し
、
遺
跡
東
側
の

7
 
6
 
5
 

条
里
跡

出
土
し
た
遺
物
は
、

4
 

コ
ン
テ
ナ
四
五
箱
分
で
、
そ
の
内
容
は
、
縄
文
土
器
、

平
野
幸
伸

3

発
掘
機
関
会
津
若
松
市
教
育
委
員
会

2

調
査
期
問

一
九
八
九
年
（
平
1
)
六
月

1
―
二
月

1

所
在
地

福
島
県
会
津
若
松
市
門
田
町

も
ん
で
ん

福
島

・
門
田
条
里
制
跡

査
、
翌
一
九
八
九
年
度
に
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。

ら
の
委
託
に
よ
り
、
会
津
若
松
市
教
育
委
員
会
が
、

一
九
八
八
年
度
に
試
掘
調
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一三言言一

木簡実測図

か
ら
左
右
が
重
な
っ
た
状
態
で
、
「
な
ん
ば
」
と
よ
ば
れ
る
タ
イ
プ
の
も
の
は
、

S
D
o
-
―
一
に
接
続
す
る

S
D
O
三
ー
四
と
よ
ば
れ
る
小
溝
か
ら
右
足
側
が
割
れ

口
口
税
長
等
依
法

□

物
填
進
了
＜

『
有
安
』
擬
大
領

n
L
J
『
茎
麻
呂
』
擬
少
領

n
L
J

(
2
6
2
)
 X
 7
5
 x
 
1
2
 
0
3
9
 

溝
の
掘
り
込
み
面
を
勘
案
し
、

本
木
簡
は
、
厳
密
に
は

S
D
O
二
の
堆
積
土
中
か
ら
の
出
土
で
は
な
い
が
、

S
D
O
二
に
伴
う
も
の
と
判
断
し
て
い
る
C

記
載
内
容
は
、
上
下
両
端
が
欠
損
し
て
い
る
も
の
の
、
右
行
に
、
税
長
等
が

法
に
依
っ
て

□

物
を
填
進

(11
補
填
）
し
終
え
た
と
い
う
記
述
の
後
に
、
数
文
字

分
空
白
を
置
い
て
「
寛
」
以
下
の
文
字
を
記
載
し
て
い
る
。
「
寛
」
は
年
紀
と
考

左
行
は
、
「
擬
大
領
」
「
擬
少
領
」
の
職
名
と
、
別
筆
で

「有
安
」
「
笙
麻
呂
」

え
ら
れ
、
「
寛
平
」
（
八
八
九
1
八
九
八
年
）
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。

(1) 
て
裏
返
っ
た
状
態
で
出
土
し
て
い
る
。

木
簡
の
釈
文
・
内
容

8
 

寛

x

年） 七
年
）
9

関
係
文
献

木
簡
の
性
格
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
の
は
、
長
さ
は
不
明
で
あ
る
が
、
幅

七
・
五
Cm

、
厚
さ
一
・
ニ
Cm

と
い
う
非
常
に
大
型
な
木
簡
で
あ
り
、
裏
面
は
調

整
が
粗
く
、
墨
痕
が
全
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
本
木
簡
は
、
正
倉
に
納
め
ら
れ
た
官
物
の
不
足
分
を
国
司

・
郡
司
・
税
長
な
ど
の
役
人
が
補
填
し
、
署
名
し
た
う
え
で
正
倉
に
掲
示
し
た

今
回
の
調
査
に
お
い
て
、
本
遺
跡
は
条
里
遺
構
だ
け
で
な
く
、
弥
生
時
代
中

期
以
降
の
水
田
遺
構
が
存
在
す
る
可
能
性
が
大
き
く
な
っ
た
。
ま
た
、
木
簡
や

墨
書
須
恵
器
の
出
土
か
ら
、
官
街
的
性
格
の
遺
構
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
が
、

会
津
郡
街
の
所
在
地
は
、
本
遺
跡
北
方
約
九
km
の
河
沼
郡
河
東
町
郡
山
に
比
定

さ
れ
て
お
り
、
本
遺
跡
付
近
に
は
、
郡
内
に
分
置
さ
れ
た
正
倉
等
の
遺
構
が
存

な
お
、
木
簡
の
釈
文

・
内
容
に
つ
い
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川

南
氏
の
御
教
示
を
得
た
。

会
津
若
松
史
出
版
委
員
会
『
会
津
若
松
史

会
津
若
松
市
教
育
委
員
会
『
門
田
条
里
制
跡
試
掘
調
査
報
告
書
』
(
-
九
八
九

在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

「
倉
札
」
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

と
い
う
署
名
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
平
野
幸
伸
）

第
八
巻
史
料
編
lI
』
（
一
九
六

114 


